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究
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今

日

、.こ
の
，
研

究

が

ま

に

實

を
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ん
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譯
で
も
な
く
、
又
そ
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性
が
減
少
し
た
譯
で
も
な
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濟
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試
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論
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動
熊
貨
幣
論
と
呼
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な
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態
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あ
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な
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不
可
能
で
あ
り
、
旦
ウ
後
者
に
關
聯
せ
す
し
て
前
者
を
摩
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
サ
態
に
あ
る
。

か
、
る
傾
向
に
沿
ま
な
る
學
蕃
は
、
ゥ
ィ
ク
セ
ル
、
ハ
イ
エ
ク
、
ス
ト
，リ
グ
ル
、
ホ
ゥ
ト
レ
イ
、
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ロ
バ
....

ト
ソ
ン
、
サ
ン
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等
で
あ
る
が
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に
紹
介
せ
ん
と
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る
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コ
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ロ

ン
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大

學
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ソ

一

一
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器
の
貨
將
理
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の
舉
者
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中
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ク
ト
レ
イ
/(R, G. Hawtreyr.

ね
バ
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ソ
ン
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P H. Robertson) 、
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レ

め
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，人
の
，貨

幣
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述
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‘、.旦
そ
れ
等
を
檢
討
せ
る
も
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で
あ
る® 
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ご
れ
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人
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幣
理
論
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せ
る
點
に
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傾
向
を
地.る
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で
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し
く
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檢
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す
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あ
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望
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理
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た
る
關
心
事
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用
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か
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取
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信
用
闕
張
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び
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縮
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れ
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献
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と
考
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述
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C
I
S
.

の
利
用
を
刺
学
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

o
.
g

こ
の
こ
とI

と
す*
る
も
、
ホ
ウ
ト
レ
イ
が
提
案
すI

離
的
統
制
方
法
、
即
ち
短 

期
利
子
-

Q

S

は
、

社
の
i

结

，f

す
る
傾
向
M

及
び
i

方
法
S

化

す

る

黑

が

、

を
減
少
せ
し
め
る
な
ら
ぱ
、
逾~
、な
る
§

で
は
な
いo

g

更

に

資

本

の

擴

大

き

深
I

I

I
 

n

 

o
f 

I

I
 

.

.に
っs

て
の
彼
の
概
念
一
.
よ
ぷ
ズ
の
資
本
を
利
用
し
て
タ
用
ひ
ま
た
資
本
と
ぎ
高
れ̂
^

^

^

.

类

が

生

じ

：
用
ひ
ら
れ
た
資
本
の
.

生
産
高
に
對
す
る
？

が
變
化

(

S

)

す
る
.

時
に
資
本
S

化
が
生
じ
た
と
、
ホ
ウ
ト
レ
ィ
は
云 

ふ
？

、
？
V

-

-

及
び
利
子
率
ざ
れ
等
のI

に
如
何
f

i

を
及
，？

か̂
^

^

ぃ
て
：の
彼
のf

i
r

 

.

f

行
詰
り
に
お
け
る 

.

利
子
統
|

法
を
充
分
にf

も
？

な
い
。.
£

言

よ

イ

は

、I

變
動
の
期
間
は>
 

銀
t

 

i

l

t

 

s

金
の
流
出
と 

を
れ
へ
の
，復
歸
に
よ
っ
て1

さ
れ
'

た

矣

ふ

が

、
こ
の
理
論
は
；景
氣
變
動
.

の
轉
換
期
の
說
明
に
：用
ひ
ら
れ
る
も
の
.で

..

あ
っ
てV

信
ぜ 

行
f

の
說
明
に
用
ひ
らt

も
の
！.
？

且
又
ホ
f

レ

ま

と
^

>

に
充
分
な
る
資
料
を
彼
の
普
作
に
持
っ
て
や
な
；

S

こ
と
は
V

全
く
麓
ぐ
べ
き
こ
と
で
あ
なr

g

ホ
t

レ
イ
が
、'
資
本
の
f

は
利 

子
率
の
S

に
よ
っ
てI

さ
れ
f

も
？

な
.

^

若
干
の
：非

霞
f

因
：
S

 

S

へ
る
偶
然
の
必
要
は
、
資
本
の
利
用
を
刺
戟
す
る
と
、

，
I

し
で
I

の
は
^
^
^

I

的
均
衡
が
維
持
さ
れ
ま
ら
ぱ
、
如
何
な
る
不
調
f

s

s

i

®

し
得
な
い
と
云
ふ
が
、
と
の
主
張
は
多
く
の
假
定
に
f

 

け

け

ド

で

、
；
|

的
接
近
方
法,
^

I

.

,

本
質
的
|

持
を
與
へ
る
もi

な
ぃ
。

I

 

h

i

r

に
お
け
I

要
.

の
增
加
.

に
よ
っ
，て
補
は
れ
、
，叉
嘴
幣
的
I

I

S

從
っ

て

實

贊
^

.

ぱ

I

ぐ
に
あ
る
な
ら
ば
；，
'
:
i

l

含

ま

と

，云
ふ
の
で
あ
，る
が
、
s

i

な
る
問
f

、
i

g

i

が
I

に
浦
は
れ
る.

-力
.
及
び
チ
イ
フ
レ
ー.シ®

シ
を
經
け
る
f
cだ
へ
？？な

t ；5

座
，こ&

へ
勿
.
^
-
辯
，パ
-間
I
交
i
b
i
l
i 

)

い.
‘ 

►

ン
を
避
け
る
に
充
分
急
速l

i

s

i

さ
れ
る
や
う
l

i

が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
，

以JJ
の
！；：

理

曲

に

基

5^

て
、
ソ
ー n H

は
、
.ホ
ウ
ト
.レ
..イ
が
用
ひ
た
純
粹
貨
轉
的
挺
近
方
法
は
充
分
な
る
支
持
を
存
す
る
も
の
で
な 

.い
と
、：
緒
論
す
る0 (pp, 」

02- 4,) 

. 

, 

: : 

■

.
:

.

'

义

i
.

で
.

彼
は
ホ
ク
ト
レ
イ
の
慣
格
變
動
理
論
を
説
ち
こ
>

で
五
.

つ
‘

の
批
判
を
與
へ.
る
O

.

S

ホ
ク
ト
レ
イ
は 

支
出
纖
額
を
强
調
し
，
.

特
定
桃
類
の.
商

.品

め

厨

す

る
，需
要
を
除
：
^

す
る
が
故
に"
.
：需
要
分
布
の
變
化
か
ら
生
す
る
提
亂
を
說
明
し
得
な 

ハ
。5

T

ホ
ウ
ト
レ
イ
は
貨
幣
普
の
貨
幣
的
S

を
.

强
調
し
た
が
、
：之
に
-伴
ム
實
物
資
源
の
酣
分
の
變
化
に
殆
ん
ど
注
肯
を
與
へ
な
か 

C
'

た
。
こ
の
こ
と
は
せ
バ
ー

ト
ソ
ン
と
著
レ
レ
對
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

®

ホ
ケ
ト
レ
イ
は
、
貨
幣
需
要
の
‘

變

と
生
産
活
動
.の
變 

b

と
の
因
報
關
係
を
述
べ
て.ゐ1̂

.

が

我

々

：
の
：統
計
的
研
究
は
、
：
こ
の
.

理
論
が
擁
護
さ
れ
得
る
本
廣
的
根
摘
★

示
さ
な
い
。
.

£

ホ
ウ
ト 

レ
イ
の
®

格
遺
動
理
諭
に
お5̂

.

て
、
.

現
金
.

ひ
放
出
及
び
：吸
收
は
，重
要
.

，な
役
割
を.
演
す
る6

で
あ
.

る
が
、
こ
の
現
金.
の
放
出
及
び
政
状
は
、 

纯

金

廣

有

量(
n
e
t

 

c
a
s
h
'
r
e
s
o
u
r
c
e
s
)
.

の
變
化
.

に
關
係
せ
し
め
ら
れ.る
.

。
而
し
て
と
の
純
.现
金
保
有
重
は
现
金
と
短
期
銀
行
債
務 

と
の
差
で
.

5̂

る
か
ら
，
资

及

び

吸

をM

期
貸
付
の
變
化
に
ょ
つ
て
影
雙
れ
る
。
あ
る
事
情
の
下
で
は
、
こ
れ
は
全
く
效
果
的
說 

明
で
あ
り
得
る
が
、
近
時
，
商
業
的
貸
付
が
次
第
に
S

な
ら
ざ
る
も
の
と
な
つ
て
來
た
の
で
、
粗
纖
余
體
に
と
つ
て
、
純
現
金
保
有 

量
を
纖
化
せ
し
め
る
他
のS

の
說
明
が
必
要
で
あ
る
。©

ホ
ク
ト
レ
イ
の
懷
格
變
動
理
論
は
、
生
産
高
の
變
化
に
充
分
な
注
意
を
與 

へ
て
ゐ
なs
o

と
の
事
は
彼
が
债
檢
變
励
を
説
明
す
る
に
際
し
，
貸
需
要
の
變
化
に
注
を
集
め
る
傾
向
か
ら
生
す
る
の
で
あ
る
。 

然
し
非
貨
幣’
的
*嬰
因
も
慣
格
變1

を
決
定
す
る
に
等
し
く
重
要
で
あ
る
。

パ
^

,4

みI)  
' 

-
’

次
に
ソ
，
1

チ
ェ.
は
、
ホ
ウ
ト
レ
イ
の
均
衡
分
析
に
つ
い
て
論
述
す
る
O
 

W

ホ
ウ
ト
レ
イ
は
均
衡
の
主
耍
條
件
と
し
て

一

般
的
需
要
の 

安
定
を
擧
げ
る
。
’

！‘
般
的
需
要
と
は
、

「

翁
局
的
購
買
者
に
ょ
ウ
て
あ
も
ゆ
る
種
.

類
，の
生
産
物
に
提
供
さ
れ
る
貨
常
額
し
で
あ
る
9

 

2

,)

 

そ
し
て
被
はV

生
産
要
素
S

量
に
何
等
の
變
化
も
な
い
こ
と
を
假
定
し
て
、
若
し
.I

般
的
需
要
がI

f

變
な
ら
ば
、： l

.

般
的
經
濟
钩
辦

>!

ユー.現
代
の
货
膝
理
論.
1
 

一

旧

五

(

二
八
九)



f

ッ
，

tT

現
I代
の
货
膝1

諭j 

. 

' 

.

1

四
六
' 

.
:
a
r

九
o)

は
維
神
さ
れ
る
と
、
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
、然

し

一

般
的
需
耍
が
突
然
變
化
す
る
な
ら
ぱ
、
資
源
及
び
費
用
が
、必
要
ぶ
：；
象
速
な
調
整 

を
傅
す
に
充
分
移
動
性
を
持
つ
に
非
ざ
れ
ば
、
次
の
期
間
に
お
い
て
、
總
需
耍
の
安
定
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
と
，

^

る
で
あ
ら
う0
 

即

ち

1

般
的I

T

要
を
一
定
に
維
持
す
る

A
：：J

と
は
、
高
鹿
の
移
励
性
を
假-

S

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

S
1

般
的
需
要
を1

定
に
維
持
す
る 

こ
と
は
、
又
货
他
供
絵
及
び
現
金
の
純
放
出
又
ば
吸
收
に
何
等
の
變
化
も
な
い
こ
と
を
意
味
す
る

0
 

®

更
に
ホ
ウ
ト
レ
イ
は
、
假
り
に 

1

般
，的
需
耍
の
安
定
が
維
持
さ
れ
る
.

な
ら
ば
、
過
虔
の
投
資
叉
は
時
殊
産
業
の
過
，度
の
發
展
に
'基
く
不
均
衡
は
生
じ
得
な
い
と
主
張
す 

る
。
然
し
こ
れ
は「

投
資
k

論
の
反
級
と
は
な
ら
な
い
。
舞
し
假
り
.
.に
こ
れ
等
の
提
亂
が
！
般
的
需
耍
の
變
化
と
な
つ
て
現
は
れ
な
い 

な
ら
ば
、
そ
れ
等
は
何
等
の
害
を
も
な
し
得
な

S

か
ら
で
あ
る0
.

之
に
加
へ
て
、
.經
濟
組
織
が
こ
の
種
の
搜
亂
耍
素
に
適
應
す
る
に
充 

分
副
過
的
で.
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
るO
.

S

ホ
ウ
ト
レ
イ
は
、.ケ
イ
ン
ズ
と
は
反
對
に
、
貯
蓄
と
投
資
が
等
し
ぐ
な
い
場
合
を
認
め 

る
け
れ
ど
も
、n

パ
ー
ト
ソ
ン
の
や
ラ
に
明
確.に
理
論
を
述
べ
な
い
。
時
に
不
均
衡
が
發
生
す
べ
き
期
間
を
示
さ

.

な
s

o

然
し
ホ
タ
ト 

レ
イ
が
瓜♦

の
放
出
及
び
吸
牧
の
概
念
を
分
析
方
法
と
し
て
用
ひ
-
^

貯
蓄
と
投
資
の
不
均
等
に
つ

S

て
考
へ
る
眼
り
、
ご
の
や
う
な
狀
態 

が
生
じ
将
る
期
間
を
范
義
し
な

t

れ
ぱ
な
ら
ぬ
。g：

ホ
タ
ト
レ
イ
が
用
；

S

た
均
衡
分
析
の
も
う1

つ
'

の
方
法
に
利
子
率
で
あ
る
。
彼
は 

商
業
沿
動
に
お
け
る
投
，資
の
過
程
と
變
化
を
•
利
子
率
と
資
本
の
限
界
牧
签
と
の
■
係
に
ょ
つ
て
分
折
す
る
。
然
し
こ
の
說
明
は
不
滿

尝
ぁ 
§
.
s
-
6
,
r
s
s
 

:

之
に
紐
い
て
ソ
ーn.

 

H

は
-

ホ
ウ
ト
レ.
.イ
の
景
氣
變
動
理
論
を
概
述
し
、
次
の
や
う
に
批
制
す
る
。
の
ホ
ク
ト
レ
イ
の
景
氣
理
論
は
、 

客
觀
的
事
！

2
!̂

に
つ
ぃ
て
の
注
意
深5

統
計
的
分
析
を
缺5.

て
ゐ
る
。..

.
g

ホ
タ
ト
レ
イ
の
理
論
の
最
大
特
色
の
.

.一

づ
は
"

循
環
の
期
間
、
特 

に
擴
張
と
縮
少
の
轉
換
期
の
說
明
で
あ
る
：が
、
彼
は
そ
の
：說
明
に
適
當
な
る
證
據
を
與
へ
て
居
ら
す
、
又
擴
張
を
制
限
す
る
非
货
勝
的 

要
因
に
も
適
當
な
る
注
意
を
向
け
て
ゐ
ぶ
®

ホ
ウ
，ト
V

イ
は
、
信
用
行
詰
り
は
ニ
般
协
需
要
の
縮
少
に
歸
因
す
る
と
主
張
す

.

る
が
、

ク

テ
ー
ク

M
.
〔

1
0
1
!
{
:

)

が
指
摘
し
て
ゐ
る.
や
*
^
^
.に
、..
^
>
.の
.

理
誦
は
、
生
，
.

逢
財
の
.

生̂
^

捨
，の
縮
少
ヵ
消
費
財
の
ぎ
少
以
前
に
始
る
と
い 

4

事
賞
と
如
に
し
て

.

調
糊
せ
レ
め
る
こ
と
が
出
來
る
か
0

;

信
用
行
詰
り
そ
の」

も
の
は
*

消
費
者S

耍
わ
變
化
せ
し
め
を
こ
と
\
は
異 

つ
た
或
耍
囚
に
よ
つ
て
說
明
さ
化
ね
ぱ
な
：ら
ぬ
。

S

ホ
ク
ト
レ
ィ
の
信
用
行
詰
び
理
論
は
、
企
業
家
が
資
本
の

.

，赋
設
を
欲
し
な
*
^
糖

資 

本
の
豫
想
化®
^

力
が
低
卞
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
資
本
の
吸
界
£

企
を
支
酷
す
る
要
因
を
售
當
に
說
明
し
て
ゐ

な
レ
が
故
に' 

滿
足
な
も
の
と1

K

へ

ま
o
 

i

資
本
0

限
界
1

ほ
>
 

彼
が
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
、

「

購
賈
に
お
け
る
便
宜」
I

例

へ
ぱ
大
量
仕
入
に
よ
る
割
引

一
-

に
よ
ク
て
影
響
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
よ
ク
て
も
影
響
さ
れ
る
？
又
新
固
定
資
本 

を
i

す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際' 
企
業
家
は
費
用
の
み
な
ら
す
、
牧
人
を
も
老
慮
せ
ね
ば
ま
ぬ
。

S

ホ
ゥ
ト
レ
ィ
は
、
資
本 

の
擴
大
とE

化
を
i

し
、
樊

i

は
利
子
率
の
變
化
の
理
由
と
な
ら
な
い
で
t

う
と
結
論
す
ぢ
前
述
し
た
や
う
に
、
資
本
0
 

擴
大
と
は.
、
生
産
高
S

単
位
.

に
對
す
る
資
本
風&

比I
*

が
變
化
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
こ
の
比
率
が
變
化
す
る

H

と
で
あ
る
。 

假
り
に
、
こ.
の
’

比
卒
に
お5

て
、
資
本
財.
と
實
#

a

産
高
が
比
較
さ
れ；
"

且
こ
の
比
率
が
利
予
の
均
衡
，率
に
等
し
く
め
ら
れ
る
'な
ら 

ぱ
、
定
義
に
よ
ぐ
實
質
收
養
の
如
何
な
る
變
化
も
擴
大
基
い
て
生
じ
得
な

5

が
故
に
、
利
子
率0

如
何
な
る
變
化
も
擴
大
過
描
か 

ら
生
じ
得
な
い
。
然
し
こ
の
比
率
を
貨
辦
に
よ
ウ
て
表
示
す
る

.

な
ら
ぼ
、
資
本
構
造
の
擴
大
は
、
供
給
の
擴
張
の
爲
に
、
資
本
の
限
界 

生
産
力
を
減
少
せ
し
め
、
.

比1
-

は
變
化
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
：て
資
本
の
擴
大
；

^

深
化
の
區
別
は
支
持
さ
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
®

而
し 

て
货
幣
上
の
生
産
力
が
種
々
異
.な
る
爲
、
利
子
寒
の
低
落
は

"

設
備
の
擴
騰
に
よ
つ
て
資
本
構
造
の
擴
大
を
刺
戟
.

す
る
で
あ
ら
う
。
.
こ 

の
こ
と
が
事
實
と
す
れ
ば
、
ホ
ケ
ト
レ
ィ
の
信
用
行
詰
り
の
理
論
は
修
さ
れ
：义
必
要
が
あ
る
。
ん

P
P
,

 

S
-
S
6
V
P
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.

 

1
0
7
,
1
,

.

最
後
に
、

ホ
ク
ト
レ
ィ
の
統
制
計
畫
が
檢
时
さ
れ
る
。

'

彼
は
、'
組
織
の
：安
定
を
維
持
す
る
爲
ひ
理
想
的
政
度
は
消
費
者
の
ル
得
と
支 

出
の
安
定
を
；

t

る
こ
と
で
あ
る、
'

，然
し
‘

所
得
を
絕
對
的
に
固
定
せ
し
め
る
の
で
は
な
く
、
賞
銀
勞
働
者
の
數
と
か
、
利
子
、
地
代
及
び
利
，

つ

現
代
の
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論
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ソ
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f
T

現
代
のlÊ

幣
理諭

.！ 

1
S
T

八

a
!

九
ニ)

.

潤
の
變
化
に
應
じ
て
粮
減
し
、
以
つ
て
赏
銀
水
準
を
同

一

に
維
時
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
b
之
に
對
し
、
ソ
l

i

 

H

は
五
つ
の
非 

難
を
浴
び
せ
て
わ
る
が
、
之
を
耍
す
る
に
、
か
-

^

る
政
饿
は
實
際
的
に
應
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
且
つ
必
-
'
し
も
安
定
を
維
持 

し
な
い
で
あ
ら
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
例
へぱ
、
利
子
趣
が
騰
貴
し
て
、
利
子
支
拂
の
紙
額
が
增
加
す
れ
ぱ
、
消
費
者
の
所
得
は
梢
加 

4
-

る
、
然
し
®

銀
率
を1
定
な
ら
し
む
る
爲
に
は
、
更
に
擴
服
政
策
が
必
要
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
政
策
は

1

般
需
要
の
安
走 

に
導
か
す
し.
て
動
搖
に
導
く
の
で
あ-る
と
。

' 

.

, 

,

ホ
ウ
ト
レ
イ
は
、
不
況
救
濟
策
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ン
政
策
を
主
張
し

"

物
償
が
賞
銀
と
均
街
を
得
、
且
ウ
廣
業
に
お
い
て
完 

全
雇
®

が
達
せ
ら
れ
る
ま
で"

物
慣
を
騰
贵
せ
し
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
が
、
ソ

1
1
1

 

H

に
よ
れ
ば
、
こ
の
理
論
は
、
そ
れ
-

^i
u

な 

る
物
慣
及
び
種
々
な
る
貨
銀
の
雜
多
な
作
用
を
者
旗
し
な
レ
點
に
，缺
陷
を
持
ウ
て
ゐ
る
。

更
に
"

經
濟
沿
動
を
統
制
し
、
消
費
者
の
领
得
及
び
支
出
を
安
定
せ
し
め
る
方
法
と
し
て
、
ホ
ウ
ト
レ
イ
は
、
短
期
利
子
率
の
變
化 

に
よ
っ
て
述
轉
資
本
を
統
制
ん
と
す
る
。
然
し
ソ
1

U

 
H

は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
會
社
が
自
ら
酣
給
職
能
を
營
み
、
彼
等
の
資
本
の
ほ 

ん
ど
總
て
を
長
期
借
人
又
は
餘
剩
財
産
の
賣
却
に
よ
っ
て
金
融
づ
け
る
傾
向
は
、
瓶
期
市
場
か
ら
の
こ
の
や
う
な
作
用
を
除
去
せ
し
め 

る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
.
 

I

ホ
ウ
ト
レ
イ
は
、
最
後
に
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
現
金
の
放
出
を
な
し
、
以
っ
て
消
費
者
支
出
の
減
少
を
防
が
ん
と
す
る
が
"
之
は 

彼
が
信
用
詰
り
を
赏
耍
眺
す
る
結
跟
で
あ
る
と
。

X
P
P
-

 

S
7
-
1
0
L

 

S
.1

0
7
-
S
.)、

か
く
し
て
ソ，

11 

は
*

次
の
や
う
に
結
論
し
て
ホ
ウ
ト
レ
イ
の
批
判
を
終
へ
る
。

.「

假
リ
に
彼
の
著
作
に
っ

5

て
何
等
か
ー
紋
的 

批
制
が
ぽ
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
，
i

§

將
的
耍
因
-

ベ
の
彼
の
偏
執
が
、
彼
を
し
て
、
謝
變
化
の
厚
囚
と
な
か
得
、
思
っ
常 

^

货
®

的
耍
因
と
相
互
作
用
を
な
す
非
貨
赂
的
耍
因
を
輕
親
せ
し
め

*

又
或
場
合
に
は
無
祿
せ
し
め
た
と
い
ふ
.

こ
と
で
あ
る」

と
。〈

P
.

-
1
0
8
.
)

 

' 

-

:
 

. 

. 

.
、

.

向
こ
、
で
ソ
ー
ー1

エ
が
引
用
せ
る
ホ
ク
ト
レ
ィ
の
主
な
る
箸
書
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
？
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C
a
p
i
t
a
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a
n
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E
m
p
l
o
y
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e
n
t
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u
r
r
e
n
c
v
'
a
n
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.

 

C
r
e
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.

 

3
r
d

 

E
d
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o
n
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M
o
n
e
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a
r
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R
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
'

 

1

ぬ2
0
.
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-

-

-

-

,
T
i
;
a
d
e

 

a
n
d

 

C
r
e
d
i
t
/

 

S
2
8
,

I

, 

T
r
a
d
e

 

D
e
p
x
e
^
i
o
n

 

a
n
d

 

t
h
e

 

W
a
y

 

O
u
t
,

 

1
9
,
3
3
,

-

-

-

-

,
T
h
e

 

A
r
t

 

o
f

 

C
e
n
t
r
a
l
-
B
a
n
k
i
n
g
,

 

1
9
3
2

‘

.
，
四

.

-

,

.

、

-

 

'

第
二
編
で
"

a

、<
1

ト
ソ
シ
が
取
极
は
れ
るo 
:
 

-

著

者

は

先

づ

a

バ
-
ト
ソ

ン

の

理

論

の

一

般

的

特

質

を

明

ら

か

に

す

る

。

ロ
バ
、
ト
ソ
ンは
彼

の

景

氣

理

論

が

他

の

諧

理

論

と

異

な

 

る

こ
..

と

を

跟

調

す

る

が
、
ソ
H

.

エ

に

ょ

れ

ぱ

、
、

'
そ

の

相

逮

は

、
彼

が

「

實

質

的

」

ち

耍

，囚
~

*

-

-
經

i
i
；
：

氣

の

變

動

力

一

定

S

 

商

品

を

3̂
^

|産

す

る

に

、璧

な

る

努

ヵ

と

犧

啤

§

の

變

化

‘
、

及

ぴ

購

賈

ぎ

が

努

ヵ

の

支

受

は

非

支

出

^
リ̂

ら

得

へ

嘉

足

^

償

の

變

 

，
化

こ

I

す

る

と

ふ

意

を

お

い

‘

て
，「

實

質

的

」

で

ま

I

を

S

す

る

點

に

あ

る

と

。

然

し

「

實

質

的

.
耍

因

は

組

織

の

唯

一

の

 

も

.
定

基

S

と

さ

れ

る

の

で

は

な

い

。

ロ
ン.i

ト
ソ
シ
.は

、

.

こ
.の

外

：に

貨

幣

側

か

ら

の

要

因

、

心

理

的

、耍

因

.及
び
制

度

的

耍

因

，

§

ユ
け

-
 

u
t
i
o
l
Q
a
l

 

f
a
t
)

I

例

へ

.ぱ

資

本

と

勞

働

の

關

係

I

を

認

め

、

こ

れ

等

す

ベ

て

の

耍

因

を

景

氣

變

動

の

說

明

に

と

り

入

れ

る

の

で

 

あ
る
®
 

(
P

,
1
1
2
.
)

i
代
の

货
幣
理
論

(

ニ
 

九
 

ニ0

、
ふ
 Ht' 

、

ユ

i 
こ

'
^

i'J

It



il

.

.

.:

T

M

、
ぐ.
代
の
！
！？
,

理
諭
し.
.

.

：
'

r

.
 

,
!冗

0

 

:

 

.
a
r

九
0

:

.
次
に
.口
パ
：1

ト
ソ
ン
.

p:

經
濟
發
展
め
對
す.る
基
本
考
察
が
示
さ
れ
る
。
彼
は
、
.「

實
質
的
費
用」

^

1costk)

と

「

實
質
的
豁
要」 

(real: d
e
m
a
n
d
)

の
變
化
が
經
濟
組
織
に
お
け
る
生
産
高
の
不
安
范
を
不
可
避
的
に
伸
ひ
、

.旦
つ
こ
の
不
安
定
は
技
術
的
，
法
撒
的
な
經 

濟
組
織
に
.阿
有
で
あ
る
と
丧.張
す
る
。‘而
.し
て
.彼
に
よ
れ
ば
、.經
濟
ぱ「

木
.蓮
續
的
饿
躍J(&contin§

us leaps)；

に
よ
つ
て
發
展
し
、 

と
れ
等
の
？̂
展
は
、
費
用
及
b

0
嬰
の
嚴
礎
的
條
作
の
變
化
に
反s
す
^
?
:
?
:
こ
の
經
濟
锻
展
の
考
察
方
法
は
、
彼
の
資
本
構
成
、
景
氣 

變
励
理
論
の
根
幹
を
な
し
、.更
に
經
£
統
制
に
關
す
る
被
の
熊
虔̂
:
^
'
定
め
る
も
の
で
：あ
る
；。
即
ち
彼
は
、
輕
濟
活
動
の

「

適
當
な
る」

〈
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e)

雙

-

,

質
的
.

雷

耍

貧

貧

购
.

費
用
'
,の
變
化
に
相
艦
す.
る
-

反
.

動
！
i

と「

不
適
當
な
る.
J

0

ロ ŝ
p
p
s
p
r
i
a
t
.
e)

變
動
-

-

-

-

-

.

過
度
の
反
動——

を
戚
別
し
，
前
者
を
助
成
し
、
後
者
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
'る
。
，

(
P
P
/
113-4,)

ソ
ー.U

エ.
は
次
章
で
、
組
織
の
變
動.を
ま
配
ず
る
，こ
れ
等
諸
要
因
と
、
輕
濟
發
展
の
槪
念
を
詳
論
し
、
同
時
に

「

貨
辦
的」

、「

心
理
的」 

.

及
び
，
制
廣
的」

要
因
が「

實
質
的」

變
化
と
並
；ん
で
如
何
に
し
て
組
織
に
影
響
す
る
か
を
示
す
0(

p
, 
ニ 5-1.33,)

.

績
：

S

て
、
資
本
織
成
の
理
論
、
銀
行
败
策
と
資
本
蓄
積
過
程
と
の
闘
係
が
論
じ
ら
れ
る

0

.

こ
、
で
ソ
1

1

H

は
、(

a

)

先
づ
、
組
織 

へ
の
新
貨
幣
の
注
入
が
、
.

：消
費
財
の
價
格
水
準
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぱ
.す
か
>

.

及
び
こ
れ
を
通
じ
て
、1

定
額
の
非
自
發
的
過
少
消 

費(
l
a
d
d
I
:
5
I
J

右
し
！.定
期
間
中
人
が
彼
の
經c
m

の
經
濟
的
生
産
高
のH

値
よ
り
も
よ
り
少
く
消
費
す
ろ
な
ら
ぱ
、
人

は

l
a
c
k
i
n
g
:

 

し
て
ゐ
る」

と
.云
ふ
バP,

1
3
4
.
)
(

註)
——

を
如
何
に
し
て
公
衆
に
强
制
す
る
か
、
に
つ
い
て
の
口
パ
ー 

ソ
ン
の
理
論
を
說
明
す
る0
.
 

c

b

 ；；

次
に
、.
公
衆
が
彼
等
の
銀
行
域
金
の
利
用
速
度

i

緩
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
等
の
實
物
退
蔵
を
增
加
し
よ
ぅ
と
企
て
、
そ
の
爲 

に
貯
蓄
へ
の
性g

が
强
め
％
れ
る
時
，，
.

公
衆
が
爲
さ
ぅ-

欲
す
る
.

貯
蓄
の
す
ベ.
て
を
效
巢
的
に
利
用
す
る
爲
に
、
如
何
な
る
.種
類
の
銀 

行
活
動
が
必
要
で
あ
る
：か
を
問
題
に
す
る
0

こ
の
場
合
、.
ロ
バ
I

、：ト
ソ
シ
に
よ
れ
ぱ> 

銀
行
は
貨
幣
供
給
を
增
加
し
得
、
.且
つ
そ
れ
に 

よ
つ
て
公
衆
の
貯
蓄
を
ぱ
便
秋
水
準
の
，變
化
を
來
た
さ
す
し
て
、
液
動
資
本
の
新
梢
加
分
に
轉
換
さ
せ
る
と
と
が
出
來
る
の
で
あ
つ
て
、

か
、
I

s

、
銀
行
組
織
ハ「

I

的
義
務」

S

る
と
o

<

c〕

次

を

新
人
ロ
が
貨
S

有
高
を
稽
加
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
は
、'過
ル
消
i

繁
招
來
し
、
若
し
銀
行
が
何
等
の
行
動
を
.も
起
さ
な
い
な
ら 

ぱ• ：

こ
の
貯
蓄
は
賞
f

低
落
さ
せ
る
：。
故
に
ご
、
で
銀
行
は
更
、に
、
新
勞
働
ぎ
退
蔵
胜
向
を
バ
ラ
ン
ス
す
る
や
ラ
な

f
、

貸
付 

を
！
？

加
す
I

務
を
持
ク
0 
2)

殷

後

に

：、
f

にt

行
が
流
動
資
本
に
對
す
る
異
常
なS

耍
を
滿
た
す
や
う
に
行
動
す
れ
ぱ
、
銀.

行
は
物
慣
を
高
め
、
公
衆
へ
貯
蓄
を
強
制
す
る
.

に
至
る
。(

p
p
‘
：
s
-
1
7
2
.〕

： 

\

I

て

ハ

I

ト

V
ン

の

L
a

&
n

g
.

t
l

l

に
苦
し
む
の
を
ろ
が
、
こ
、
で
は
假
り
に
過
少
消
費
と
し
た
。
彼
は
他
の
と
こ
ろ
で
又
次 

ン：

の
l

i

lし
て
ゐ
る
0
>
假
り
に
i

日
に
お
け
る
I

の
I

が
て
そ
の
日
|

が
處
分
し
得
をI

の
、
そ
の
受
領
の
時
に
お
け
る
、

.

.1

に
不
足
す
る
な
ら
ぱ-
人
はlack

す
る
、ま

-

L
a
c
k
r

を
な
し
つ
、I

と
^
^ ̂

U

1 

The Esuosic Journal, 

V
o
ご 43,

1935、
p. 3

ポ)

シ
次
に
、.
ロ
バ_
1

ト
む
ン
の
景
氣
變
働
理i

述
ぺ
よ̂
^
^

 ̂

以
上
の
如
き
資
本
適
論
、
特
に

「

過
少
消
費
.槪 

、
念
が
>

.

景
氣
變
跳
の
擴
大
及.ぴ
縮
少
過
程
を
汾
析
す
る
爲
に
如
何
や
う
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
か
に

.

.

力
動
を
置
<

 

韻
-

^

て

.

こ
の
擴

大
及
び
縮-K

即
ち
ズ
と
不
況

)

に對する

i

策
が
擧
げ
宏
る
。
を
れ.を

、
公
開
市
場
蔓
、
利
？

の
變
化
、
銀
行
貸
付

•
. 

f 

- 

.

.

.

.

の
質
的
、
.量
的
統
制
、
投
資
へ0
刺
戟
等
が
あ
る
。

(

§
.

レ
メ
ヤ5
ぬ
じ
.

.

最

後

に

述
べ
ら
れ
る
S

V

Vノ 

I
ソ
ン
の
：價

焚
i

f
あ
：る
。
：
彼

は

政

策

I

準
t

て
失
^

策
はr

菌
當
な
.る
し
變
動
を
容
易
に
實
現
.せ
レ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、；

，と
、
き
發
的
貯
蓄
に
ょ
：つ
て
容
易
に
金
融
づ
け
ら
れ
な
い
と
'こ
^
^
^
^
^

上
に
、
公
衆
か
らS

貯
f

引
W
す
べ
：
I
は
な
い
こ
と
セ
|

。
，>か>
.ろ
S

、

.

.

.

.

.
を

I
&

-

 

X
.::.::.

.ン
 

：: ： 

.： ：
：

 ̂

.

P
(5パ

y

は
、

こ-，-
-

iii,-T_TI



J
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I'レ

I

f

J

l

s

i

^

l

l

M

i

^

f

l

s

 ̂

,

s

<

l
 

3

,

.

レ

,

*

-

,

1

<

1

ギ

'
 ̂

ド

• 

I ̂
i
k 
i 

1

 

f

p 

v
t 

>
J
:、

' 

i

r

k

.
 

-

?

W

A
 

ク

p

.' 

-
(

レV

第1
.
1
,

に
非
灘
さ
ル
る
撒
は
、
.

ん
パ
ー.
ト
ソ
シ
，が
貨
弊
及
び.賞
銀
制
度
：.の
諧
特
徵
を
說

し
か
者
察
し
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
.

彼
が
産
業
變
動
の
請
原
因
に
關
す
る
：主
た
る
結
論
を
ぐ
と
こ
ろ
の
分
析
方
法
の
第
一 

步
は
、
.

こ
れ
等
制
度
の
性
質
に
關
す
：る
甚
だ
し
く
單
純
化
さ
れ
た
假
定
に
基
い
て

®

ば
れ
る
。
所
が
、

J

定
の
按
術
の‘
變
化
.に
對
す
る 

反
動
の
特
質
を
述
べ
る
際
に
も> 
貨
幣
制
度
、
雇
傭
關
係
の.：制
度
、

：

現
賞
の
：請
會iS

の
：組
織
を
考
慮
す
ぺき
と
と
は
、絕
對
に
必
要
で 

あ
り
、
更
に
後
の
ニ
つ
：に
つ
い
て
見
て
も
、
.

勞
働
市
場
の
競
爭
の.程
度
-

割
當
調
.

整
機
關
•

：
諧
會
社
間
の
鏡
餅
等
が
說
明
さ
れ
.ね
ば
な 

ら
ぬ
。
從
ゥ
て
、
！！バ
ー
ト
ソ
シ
め

，結

論

は

：
舆

味

あ
り
致
つ
有
用
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

1

層
.

正
確
な
る
結
論
に
導
ぐ
爲
に
は
、

一
層 

包
括
的
な
、
：
丹
誠
な
る
制
廣
的
研
究
が
必
要
，で
あ
る
と

o〈

p

.
 ,

2
0
6
0
:

 

-

,

(

C
 )

吏
に
、
；强
制胳
蓄
，h

即
卞
貨
幣
及
び
偵
將
制
度
の
操
作
に
よ
り
、
.社
會
に
課
せ
ら
れ
た
資
本
の
蓄
積
、
..及
び
資
源
の
再
分 

配
.

——

の
理
論
，
並
に
，そ
の
逆
で.あ
る
貯
蓄
の
消
耗.
理
論
に
對
し
ガも

"
：：

即

ち

と

，
の

理

論

も

次

の

や

う 

な
非
常
に
舉
純
な
る
場
合
を
想
定
ず
る
：
.の
，で
，.あ
.：る
。

\
3
慣

格
が
食
幣
需
耍
の‘流
れ
又
は
生
，産
高
の
流 

せ
ら
れ
る
時
、.諸
價
格
の
W
に
.充
分
な
：る
蘇.通

性

，
の
；

♦
る
..こ

と

、
，、

S

新
舊
貨
幣
ギr

.定
期
^
^

と
* g

生
産
さ
.ル
た
財
の
流
.れ

：
に

變

化

を

；
來

ホ

す

i

時
，
：即
ぢ
生
庫
期
湖
：が
必
要
な
る
こ
と
、
^

?

®

間
に
起
る
で
あ
ち
う
所
得
の 

變
：̂
學
が
假
定
さ
れ
る
。
を
：れ
：
^
ゾ
歡
の
分
析
は
現
實
一
の
餅
究
に
對
ず
る
出
發
點
e
與

へ

る

：
に

過

ぎ

な

い

ふ

.。
、

(pp. 

S
S

.

) 
.

：，.

.

(

d

^
 

'

「

誘
豫
さ
れ
た
過
少.
货
費」

みL
a
c
k
i
n
g
)

の

概

念

一

一

$
3̂

幣
價
値
が
低
落
し.

場
合
：、.
人
々
が
彼
等
.の
經
常
生
産
高 

.

の
，全
慣
慎̂
^

消
費
し
、
.

て
.
.レ
ま
：
^

ホ
に
>

#

.

ぴ

腿

等

の

霉
.

の
實
質
嶺
値
を
適
當
水
準
ポ
ホ
で
高
め
よ
.

タ
と
す
る
こ
み
，

(

デ
.

む
5

|

'

.

 

は
、
現
金
保
有
高
文
賢
賞
財S
.

ま
配
を
敝
持
し
，よ
う
と
す
る
個
よ
.
.
"
"ね̂
行
爲
に
關
衞
す
ぶ
"
^
然
し
個
人
が
如
何
程
の
現
金
保
有
高 

を
持
つ
か
を
決
定
す
る
際
に
、

響
を
及
ぽ
す
諸
'嬰
因
を
說
明
し
よ
う
と
す
る
何
等
の
組
織
的
企
て
を
彼
は
な
し
て
ゐ
な
レ
と

0
. C

P
.

ソ
，
一！
 

H
*
*

現
代
S

S

論
し 

. 

s
i
n

 

(

ニ
九
七
、

.„ 

■ 

1

S 

/4 

" 

v
^
r 

i

...:〜
r 、

ニ
；
"て
 

/ 

f 

 ̂パ 

I 、
\ 

- 

J 

*\ 

〜 

>■-

ソ
I
 

n

 

H

づ
現
代
の$

2
^

理
論J

 

、 

C
n

九
ね
"
'

懷
将
水
準
安
ぶ
策
、

(

C

)

を
産
力
と
は
逆
に
物
偵
水
準
を
變
化
せ
し
め
る
政
策
等
を
提
案
す
る
。

(
p
p
.

 

1
9
0
-
2
0
L
)

 

‘ 

' 

以
上
で
、
ソ
ー
 

一！
 

H

バ
ー
ト
ソ
ン
の
货
滞
理
論
の
概
述
，を
終
り
、

M

れ
等
の
各
々
の
間
題y

ク
レ
て
詳
細
な
.る
批
制
を
加
へ
る 

の'
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
批
制
に
は
戲
#

の
.倾
聽
す
べ
き
點
が
含
ま
れ
；て
ゐ
る
の
.

で
：が

M
?

が
、
す
’
.

ベ
：て
：之
：を
紹
介
す
る
に
は
餘
；
に
多
く 

の
純
面
を
必
要
ぐ
す
る
の
；で
、こ
4

ほ
單
に
、

ロ
バ-
J
ト
ソ
ン
の
方
法-
^

諧

結

果

に

與

へ

も

れ

‘
た

1

般
的
批
判
の
若
千
を
記
述
す
'る

に

と

だ

め

• 

' 

.

:::

ぺ
.
.
H
,::: 

.

. 

‘ ；

c

a

.

)

先
づ
シ
ー」

一.：：エ
が
非
難
す
る
の
は-

せ
、バ
ー
ト
ソ
ン
れ
經
濟
統
制
め
：理
論
を
展
開
す
；る
場
合
、.
評
態
的
假
定
を
用
ひ
て
ゐ

5
0

 

と
い
ふ
こ
と
でt
Q

:

.

彼
の
赦
■

き

、‘
滴
孤
し
ふ
や
ぅ
に
、
經
濟
活
動
の
響
な
を
變
動
と
：不
適
貴
な
る
變
動
：の
槪
念
を
中
心
と 

し
て
股
開
さ
れ
る.
め
で
あ
る
：が
、‘，
彼

ば

と

の

；

跨
：：
.

時
に
た
.

こ
の4

^

法
は
m

 

論
的
に
は
}i

S

し
，

S
r

の
サ
あ
る
が
、A

J

れ
か
法
に
よ
つ
て
；得
ら
れ
た
結

2
^

に
■

し
.，て.
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

<̂
o

 

ロ

バ
1

ト

ソ
シ
が 

，假
定
し
て
ゐ
る
簡
單
な
る
：組
織
に
身

5

て
は
、一

:

變
邓
の
結
果
を
知
る.
こ
と
が
出
來
て
も"

種
，々
の
變
，
要
因
が
同
時
的
に
作
用
し
て 

ゐ

る

，
現

賞

の

市

場

に

お

5
.

で
、.
或
：

I

要

因

の

結

嚴

敬

別

す

と

は.
不
可
能
ヤ 

ソ
，

1

一H

は
'

,a
《

，
ト
ス
ンQ

 

統
制
託
靈
を
詠
晝
化
す
る
とi

は
出
來
な
い
とH

ふ
O

V

'

一
一
へ.
.
：

^
^
^

更
に
* 

ロ
パ
ー
ト

ン

は

、
，
.

紘
制t

晝
を
確
す
る
に
際
しV
;

變
動
：の
睹
原
因
を
發'見
し
よ
ぅ
と
す
の
で
あ
る
が• 

I

つ
以
外
の' 

す
べ
て
の
要
因
を
不
變
な
り
ふ
假
定
し
な
け
：れ
ぱ
、

.

或
變
化
を
唯i
の
：變
動
原
因
に
歸
せ
し
め
る
こ
と
は
出
來
な

5
。

撒
る
に
現
實
に 

お.
S

て
は
多
<

:の
：：

要

因

は

同

時

に

變

化
：！：
,

ウ

、

あ

る

か

ら

-

.
.
.
I
.

耍
2

;

の
役
割
の
み.
を
算
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
或
輕
濟
的
緒
‘

跟
の
ホ
、
如
何
糖
が
按
術
的
變
化
に
基
き
、
.如

何

程

か

心

理

的

：要

因

：

>
货
幣
制
度
、
勞
働
微
關
等
に依
る
か
は
不
明
で
あ
；る
と
0
. (

p
p
.

.

2
0
4
.
6
.
)

. 

-

.

.

.

.
 

'
‘ 

.

.

.

.

. 

;
- 

,

,
.



ソ
ーa

 

現

代

，
の
货
酵
理
論
し

 

(

ニ

九

八
：>

. 

f 

r 

,
-,

.208.). 

■

■. 

.

.

.

.

.

.

.

,
.

.

-

レ

(
c
a
;

最
後
'

に
、"
ロ
：
バ

T

ト
ソ
ン
d

i

水
準
綺
制
に
對す

： .

る
諸
提
案
に
もj

般
.

能

判

が

加

：へ
ら
れ
ふ
？

づ
と
一
の
.蔽
制
策
が
過 

少
消
及
び
强
制
貯
蓄
の..理
ま
に
嚴
い
て
ね
る.服
レ
、
：そ
れ
位̂

等
の
概
念
に
關3

て
與
ベ
ら
れ
た
上
述
め
制
服
を
蒙
る
。
更
に
、 

銀
行
及
S

格
水
準
政
I

まゃロ：

ソンの

f

は
>
、

同
時
に
韻
生
し
つ
、
あ
る
場
合
に
は
安
當
じ
な
い
。
更
に
、
人
が
期
間
の
重
嬰
な
る
：傾
向
、
及
び
市
場
制
虔
の
變
化
を
#
^
分
合
现
的
に 

:

說
明
す
る.

で
は
、.1

,定
政
策
の
安
當
掛
に
つ
：いv
^

r

明
確
な
る
結
論
が
得
ら
れ
な
い
と
0
 

9

 2
.
0
9

ら
^
^
^
^

か
く
の
如
く
、
.

ソ
ト
；n

 

H

は

糧

，
々

の

角

度

か

ら

ロ

バ

I

ト
ツ
ン
'

を
非
難
す
る
め
で
あ
み
が
、
：彼

C

言
献
を
認
め
な5
0

:

で
は
な
レ
。

::

即
ち
ソn:

パ
1
ト
ソ
シ
.が
、
そ
れ
が
ら
銀M

策
の
重
要
な
る
二
般
的
原
理
を.引
き

出

ず

と

，こ

‘ろ
の
分
析
の
：理
論
的
手
段
を
發
展
さ
せ" 

锻
の
組
.織
的
努
カ
か
ら
生
ホ
詳
細
な
る
事
實
研
究
に.對
す
ろ
暗
示
を
な
し
た
點
そ
の
最
も
軍
要
な
る
貢
献
を
認
が
る
の
.で
あ
.る
。

. 

.
/ 

•
,
•
•
:
,
• 

.

.

.

.

.
 

- 

-
, 

.

.
と 
>

 

で
檢
討
さ
れ
る
ロ
バ
：
V

ト
ソ
ン
.

の
著
作
並
に
論
文
の
主
な
ろ
も.の
は
、
，次
の
如
く
で
あ
る
。

R
O
D
e
Ĵ
t
s
o
n
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w
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n
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o
l
i
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n
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P
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.
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■ 
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. 

- 

.
 

\

-

-

-
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-

,
s
a
v
i
I
l
g
a
n
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H
0
a
.
r
d
i
l
l
g
l̂
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3
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.: 

.
/
• 

' 

-

.

，
第
三
編
は
ハ
イH

ク
の
货
將
論
に
當
て
ら
れ
るo 
.

,

.

ユ
上
、
著
者
は
ホ
ケ
ト
レ
イ
と

a

パ.

1

ソ
ン
の
.

貨
幣
理
論
を
概
論
し
た
。
而
し
て
ホ
ク
ト
レ
イ
は
景
氣
變
動
間
題
に
純
然
た
る
貨 

處

方

法

を1
5
=

ひ
、

.

ロ
バ
1

ト
.
.ソ
ン
は
、.
貨
常
的
耍
因
と
並
ん
で
非
貨
幣
的
要
因
、
例
へ
ぱ
實
質
費
用
と
實
質
需
要
を
も
用
ひ
、
こ 

S

味
に
て
、雨者は

.

著
し
.S,

對
照
を
な
し
て
ゐ.
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
所
が
次
に
述
♦

へ
'ん
と
す
る 
<

.

イ
エ
.

ク
は
、
ホ
ウ

ト
レ
イ
と
同
じ
く
货
驚
耍
因
かI

I

論
に
霞
せ
ん
と
し
、I

變
動
の
主
た
る
.原
因I

幣
的
要
因
の
中
に
見
出
す
の
で
あ 

.

る
。

^

 

0

^

0

 

i

ハ
イ
二
ク
は
同一

部
類
に1

%

る
も
の
で
お
る.
が
、
雨
者
が
類
似

す
る
：？
i

に
こ
の
點
だ
け
で
あ
さ
、
他
の
.殆
ん
ど
デ
べ

：

ソ
，

U

 

H
、

に
よ
れ
ば
、S

論

の

霊

は

方

乾1

に
i

す
る
も
の
で
、
，ハ
イ

H

ク
は
、-
*

^

ゃ
ト
レ
イ
が
餘
り
に
單
純
北
さ
.れ
た
資
本 

.

論

.
V

主
張
す
る
と
云
ひ
，
ホ
ウ
ト
レ
イ
ほ
、

X

イ
キ
ク
の
分
析
に
多
く
の
優
れ
た
點
を

i
t

め
る
け
れ
と
も
そ
の
理
論
實
ボ
的 

資
本
理
論
に
よ
つV

寧
は
ルV

ゐ.
る
と
云
ク
；

v̂
、
：

非
，難
ず
る0
 

(
1
^

S

t

,

)

：じ

.

ハ
イH

ク
に
つ
ハ
て
は
、
旣
も
參
ぐ
の
：繁

と

批

溯

が

あ
*

^

、
：
ま

ン

，

一
一

H、

の
，論
述
に
特
に
目
新
し
い
：特
徵
が
あ
る
と
思
へ
な
い 

こ>
r

に
f

す
る
必
要
が
あ
る
れ
ど
ぅ
か
を
疑
ふ
の
や
，あ
る
が
、
行
き
が
か
り
上
簡
單
に
目
を
通
す
こ
と
、
す

1

^

0
 .

,

著
者
は
た
づ
バ1

ク
.

理
論
のr

般
的
性
質
を
明
ら.
か
に
す
み
。
パ
イH

ク
は
從
來S

:

貨
幣
.

的
景
氣
s

i

 

j

「

策

も

：
®

幣

慣

値

が
 

變
化
し
な
一
い
な
ら
ば
，
を
れ
は
經
濟
飢
織
に
直
す
且
つ
獨
立

S

響
を
及
ぼ
さ
な
い
し
と

5
；

ふ
命
題
に
基
く
景
氣
理
論I

に
反
對 

し
、
價
&

安
定
の
必
要
，
-

^

認
め
な
い
P

彼
は
價
格
水
準
が
生
産
力
の
增
加
と
共
に
下
落
ず
，へ
き
と
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
ホ 

，ソ

ト

レ

イ

に

し
て
も
-

又
ロ
バ
I

ソ
ン
に
し
て
も
、
ま
物
價
水
準
安
定
の
危
f

認
め
て
ゐ
る
わ
で
、
.

著
者
は
こ
の
ハi

ク
の

:

反
對
に
重
き
を
置
か
な

5
?
.
.

 :

ん 

-

v
 

/

 

. 

■

. 

'

ハ
1

ク
は
又
非
货
幣
的S

S

論
を
批
制
す
る
が
，ゾ
ー
-
 

H

に
よ
れ
ば
，、
之
は
現
存
のS
1

の
誤
つ
た
分
類
に
よ
る
も
の
で
あ

ソ
1

!

エ*
-

現
代
の
參
理
論J 
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て：

’

' 

- 
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' 
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雾
n
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:
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ユ•
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現
代
のai

i

條
理
論
，I 

、
，
 

1

冗

六

(

三
ひC

O

 

,

fr‘.s;v

.... 

*
t
- 

* 

- 

• 
.
 

f

;:、
る
。
例
へ
ぱ
彼
の
批
判
の
對
衆
に
ロ
パ
一
ト
ソ
ン
が
篮
か
れ
て
ゐ
る
が
、

ロ
バ

I

ト
ソ
ン
が
貨
幣
的
要
因
を
無
視
し
た
と
護
が
考
へ
ょ
.

一

. 

-

,ぅ
か
と

IMOO,-: ::: V
.

ぉ 

，. 0: 

一
 

- 

 ̂

'

r 

' 

ハ
ィ
キ
ク
は
叉
景
氣
變
動
の
.原
因
と
しK

*
「

流
..通
貨

幣

鸯

の

：彈

カ

性

.j

を
：擧
.げ
る
6::然
：し
；
ソ

Itl:

ギ

は

，.
.こ
：の

彈

カ

性

、 

/

 

V

て
變
動
怒
說
明
す
る
と
；と
は
滴
來
な
い
，
我
々
：の
經
將
社
會
に
お
：

i

て
作
用
文
：る
あ
ら
ホ
：る
制
廣
的
耍
因
を
：考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で 

_ 

.

.

あ
る
、.
ハ
-

^

.

チ
夕
：
が

景

氣

循

環

の

：

W

タ
の
特
質
を
說
明
ず
る.爲
に
.

或
揉
術
的
間
題(

例

へ

ぱ

生

産

：
の

段

辟

一/ 

と
利
潤
の
關

係
：

)
に

言

し

：な
：

b

れ

ぱな
ら
な
：

5

ぶ

：
.

レ
ふ
.

事
實
は
、「

貸

常的」

服
因
の
一
み.
に
ょ
つ
て
は
、
循
環
を說
明
.

す

.る
に不

'

充
分
な
る
こ-
と

を

示

し

て

：
ゐ

る

と

*

結
論
ず
る.
0

,

(
p
p
.
,

 

2
.
1
5
-

は

7

てp
p
:
2
9
6
-
7

ム̂
^
^
^
^ ̂

,
. 

. 

: 

/

 

: 

'ッ 

,

.:

‘

.

,

次
章
で
、シ

メH

ク
が
、

.

景

氣

變

動..の：®幣
的
要
因
の
作
用
を說

明す
る
爲

に

、
の
著「

償
称
と
生
産J

に
お
い
て
用
ふ
る
概
念
と.

V
, 

' 

.

定
義
"

.

特
に「

生
産
構
造
J

0

概
念
.

が
、
：
.

述
ぺ
ら
れ
る
。
著
者
は.と
'
.、
で
、V
自
發
的
貯
蓄
の
變
化
と
流
通
貨
將
の
供
ぎ
の
變
化
が
生
産
構 

,

.

 

踏
に
及
ぱ
ず
影
響
を
吟
咏
し
、
前
者
は
生
®

構
填
の
持
績
的
變
化
に
、
後
者

i
f

非
持
續
的
變
化
に
導
く
と
と
を
示
す
。

(
P
i
v

 

2
2
8
-
2
3
s
,
)

’ 

.

次
い
で
、
：
ハ
ィH

ク
の「

價
精
差
し(p

r
i
c
e

 

m
a
r
g
i
n
s
〕一

-

或
生
産
段
赠
の
生
産
物
の
價
格
と
そ
の
.

直
前
：の
段
階
の..そ
れ
と
の.
間
の
差
.

•

 

.

 

i

、
利
子
.

率
.

，
生
産
段
階
間
，へ'の
資
源
.
0

移
動
、.
：友
^
^

 ̂

•

.

.
'は
次
の
や
ぅ
であ

.〜
：
：r

 

‘

へ
.
：V

 

: 

V
:

-

,.

ぺ

.

-

. 
V

 

:

 
.

 
.

 
.

 

.

 
.

 

. 

,

 
V

:

.

.

ぺ

-
.

.. 

' 
.:

(

a

o
 

X

ィ

H

ク
は
と
：の
際>
 

資
源
が
完
全.
に.

P

用
：さ
，れ
て
ゐ
る
こ
と
を
假
定
す
る
が
、
：こ
の
假
定
は 

も
の
な
ら
し
め
る
と0
.

即
ち
こ
の
假
定
が
滿
を
れ
て
ぬ
る
場
合
>

;

貨
的
要
因
の
變
化
は
，

-

:

供
給
が
甚
だ
：し
く
ホ
彈
九'的
で
.

あ
る
爲
- 

.

/

•
 

.

價
格
に
愈
測.
な
る
變
化
を
窗
ら
す
の
で
あ
る
が
、
；，資
源
の

一
.'

撒
分
が
用
ひ
ら
れ
て
わ
る
に
過.ぎ
：か.

5

時

k

は
、
俄
給
.

の
.

弾
力
性
は
大.
で
’ 

•

: 

/

あ
る
か
ら
*
償
将
は
そ
れ
程
急
速
に
變化

し

な

いの
で
あ
る
。

然
し
理
偷
を
適
當
に
银
原
せ
レ
め
る
爲
に
に
"

豫
想
の
說.
明
が
必
要
で
，あ
る
。
.：
：
：
 

，
こ 

.

X

C

)

ハ
イH

ク
は
、
询
衡
にS

て
、
慣
i

は
利
子̂
^
 

然
し 

一I

の
生
産
物
0

1

と
そ
れ
に
先
立 

っ
ル
义§
!

^

の
主
産
物.
ひ
償
洛
と
，の
：間
の
差
は
、
利
子
費
用
の
み
な
ら
す
、
贺
觸
と

.

地
代
を
合
ね

.

ザ

な

ら

ぬ
. 

r
d
y

ま

、
パ
：イ
チ
ダ
は
、
％
衡
に
お
い

V；
g

す
る
。
然
し
過
渡
期
間
に
お
い
て
は
禾

子
率
は
資
本
の
限
界
效
率
に
ク

5

て
の
I

と
比i

ざ
一
作C

な
ら
^
^
^

盤
し
で
課
ら
れ

I

々
か
刺
t

、i

.

sん
S

S

S

.お
け
^
^

資
本
の
眼
生
産
力
に
ク
い
て
のS

に
影
響
食
る
、
®

^

因
を
適
繁
ね
論
じ
な
い
と
わ
/
に
お
い
て
す
逾
當
で
あ
る
' 

t

な

"

<

i

ク
ほ1

1

價
水
準
の
概
ぎ
否 

、

て
、

S

 

財
の
：
T

i

f

f

 

ひ̂
^
^
^
^

.

J

5

か

ら
、.，
そ
れ
が
？

の

ま

ま

に

如

何

な

る

I

を
ぱ
す
か
S

察
し
な
ベ
て
は
な
ら
ね
。
吏
に
瑕
は
、
貨S

要
の
變
化 

.H

對
す
る
f
 .
な
る
價
格
組
織
の
感s

i
廣
'の
i

を
I

ぎ

い
0:
'
.

:

. 

:
:

.

.

:を
：
.

バ
イ
モ
ク
.

の
恐
慌
理
論
は
ト̂̂
^

わ
る
：&
、
と
のSS
S

定
の
充
た
さ
れ
なS

場
合
に
つ
い
て
も
き
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

2

貨

幣

供
絵
£

化
が
I

期
間
中
S

格
、
生
産
高
及
び
利
潤
にi

や
影
響
に
つ
い
て
、

「

償
格
と
S

し
で
な
さ
れ
た
說 

明
は
F
充
分
で
あ
るp (pp, 239.260. 

pp. 

297-300)
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ソ
i

!

 H

っ
现
代
の
货
敝
理
論
し
 

、
 

'

!

五

八

Q

1

0

ニ)
次
の
章
で
、

ハ
イH

ク
のI

g

资
期&

の
概
念
が
論
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が

「

慎

5
2

と
生
鹿」

の「

段
階」

分
析
と
如
何
に
異
る
か
善
さ
れ 

、
る
9

.

面
し
て
こ
れ
に
關
す
る
ナ
ぞ
ト
敎
授

(

ガ.
ぱ
.

、巧
1
1
1れ1
1
1
0
:の
，
翦

：
が

概

略

タ

れ

^

0

0

^

ネ
\

^

ト
翁
揉
の
：批
判
か
主
た
る
も
れ
は
，
人
は 

;

生
産
期
間
！
^

は
投
資
期
問
を
豐
し
得
：
^

い
とS

ふ
こ
と
で
あ
を
タ
数
は
叉
生
産
轉
造
の
長
期
化
は
'
 I,

社
會
に
お
レ
.てr

層
多
く 

資
本
を
用
ふ
る
！：方
法
で
を
っ
て
>

.

唯

；

V

の
；方
法
？^
は
な
.
.い
こ
.

と
ど̂
 ̂

は
、
，
こ
の
批
判
は
，
バ
イ.

H
:

ク
：.り
貸
幣
及 

び
慣
格
理
論
の
基
礎
で
あ
る
資
本
理
論
が
向
充
分
.

に
說
明
.

さ
れ
て
；な
，：い
こ
と
を
、
非
常
に
明
瞭
に
示
し
た
と
、
者
へ
る
。

(
p
p
.

 

' 

,
2
7
5
:

も

.

.

.最
後
.

に
、.
中
立
货
赂C

N
e
u
t
r
a
l

 

M
o
n
e
y
)

政
策——

貨

幣

の

，

「

有

效

的

流

：
通

」

v

h
 

eゅ

"
V
,〈

货
幣
數
置
に
琉i

速
化

I 

/ 

. 

- 

- 

■

«
•
•

 

. 

• 

V 

• 

. 

■

,
•
 

- 

■ 

• 

.

.

.

.

.

を

乘

じ

た

も

の

)

を
テ
定
に
：維
持
す
る
こ
と
に
ょ
つ

P

の
み
、
産
業
上
の..變
動

が

避

け

ら

れ

、
完
全
：雇

傭

が

維

持

さ

，
れ
得
る

.と
々
ふ
政
策 

—

が
論
じ
ら
れ
る
。
ソ
ー1H

は
，.貨
幣
む「
中
立
性」

の
概
念
が
附
瞭
に
定
義
さ
れ
な

5

こ
と
、
及
び
經
濟
發
域
の
際
.お
お
け
货 

僻
的
中
立
の
彼
仲
に
：っ

5
.

す
、
一.基
本
的
.

一

政
：が
尙
存
し
な5

こ
と
れ
非
難
す
る0
尙<:

イH

ク
は
中
立
政
策
の
：例
外
を
認
め
、

，

賃
銀
ぞ 

物
慣
が
比
較
的
固
定
し
て
ゐ
る
社
會
で
は
，
こ
，

Q

政
策
は
適
當
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る.の
で
あ
る
が
、
然
ら
ぱ
かX
る
場
合
に 

如
何
な
る
政
策
を
と
る
べ
き
か
、
之
に
つ
：い
て
、
.當
然

述

べ

'も

れ

ね

ぱ

な

ら

か

い

と

、

y
l
rキ
は
云
ふ
の
で
あ
る。

,

-以
上
の
論
述
に
用
ひ
ら
れ
た
パ
イ

H

ク
の
主
な
る-
箸
作
は
次
の
如
く
で
あ
る0

F
/

 
ネ v

o
n

 H

ミ

Monetary T
h
e
o
r
y

 a
n
d

 the T
r
a
d
e

 

Cycle, 
5
3
3
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I
—? 

Pi;ices a
n
d

 PĴ
Odubtion, 2ed. 

Ed,/ 1
9
3
5
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、
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第
四
編
で-

V

ケ
イ
ン
ズS

「

雇
傭
、
：利
子
及
び
貨
幣
の

I

般
理
論」

が
概
論
.

さ
れ
る
*V

ン 
一
，
：V

I

ケ
イ
ン
ズ
の
本
著
は
、
最
近
學
界
の
最
大
の
注
目
を
ひ
い
た
著
作
で
き
て

>

と
れ
に
默
ず
る
批
判
は
實
に
數
多
い
ひ
で
あ
る
？
级 

.

し
そ
れ
等
の
中
に
あ
つ
て
も.

ホ
ゥ
ト
.

レ
イ
の「

資
ネ
と
雇
傭」

(

.

h

y

p

f一
 a

n
d

 E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)，

及
び
ソ
.

1

U

エ
い「
现
代
の
货
帶
理 

論

j

は
，
ケ
イ
ン
ズ
の一

•

般
理
論
を
全
般
的
に
取
扱'つ

た

も

：
の

と

し

て

、

，
' 

最
も
注
目
に
値
す
る0

我
國
に
お
い
て
も
ケ
す
シ
ズ
の
研
究 

.

は
漸
次
旺¥

な
り
*

先
®

、.
中
山
伊
知
郎
博
士
編
：の

「

ケ
イ
ン.
ズ一

般
理
論
.

解
說」

が
出
版
さ
れ
ケ
イ
ン
ズ
研
究
者
に
は
多
大
の
便
宜 

が
與
.

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
本
書
は
，
表
題
に
あ
る
潮
く
解
說
が
主
た
る
使
命
で

.

あ
つ
て
、
我
々
に
は
未
だ
批
制
と
云
ふ
任
務
が 

殘
さ
れ
て
な
る
。©

者
も
ご
く
最
近.

ケ
イ
ン
ズ
研
究
に
乘
り
，出
し
、

「
一

•

般
现
論」

を
全
般
的
に
紹
介•

批
判
し
.よ
ぅ
と
試
み
て
ゐ
る 

の
で
あ
み
がV

ソ
I

 

n
 H

:

の
本
著
は"
こ
の
試
み
に
非
常
に
多
く
の
便
宜
を
與
ベ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
ソ
！

一一

 

ス
の
.批
判
の
能
細
は 

I

.
の
ケ
イ
ン
ズ
I

が
進
む
に
づ
れ
セ•

本
韓
に
順
次
紹
介
す
る
積
各
ゐ
る
の
で
、f

 

.

子
だ
け
を'
述
べ
る
：に

と

め

る
：。

-

J 

.

ソ
，-

,
1

^

^

>

,他
の
：多
く.
の
批
郁
者
と
同
じ
く
、
貸
常
的
要
因
を

r
:

般
輕
濟
理
論
り
中
に
導
入
し
よ
ぅ
と
ず
る
ケ
イ
ン
ズ
の

'

企
.て
に 

高
い
評
償
を
僮
く
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
黙
に
？

'

い
て
は
*

幾
多
の
非
難
を
投
す
る
タ
で
あ
る
。
そ
の
主
な
る
非
難
は
次
の
如
き
も
の 

で
あ
る
0
 

-

 

: 

■ •

.

,
.

o
a
o 

,
ケ

シX

は
/
貨

幣

賃

银

に

比

レ

て

：賞

銀

財

®
银

格

を

騰

貴

.
せ

し

め

る

こ

と

に

-
つ̂
て
，
.摸
賞
す
れ
ぱ
貨
幣
量
の
增
加
に
よ 

ウ
て
：、
雇
糖
量
又

は

生

産

高

わ

.曆
加

.
ホ

し

め

得

る

と

者

，へ
る
？

然

レ

カ

I
一
マ

.H

f
r
.貨
辦
量
0
.增
加
の
み
が
生
産
高
の
增
お
を
窗
ら
す 

と

レ
ふ
こ
と
.忙

多

く

の

疑

間

を

板

き

V
V旦
つ
文
.ケ
イ
ン
ズ
の
ぜ
ひ
：て
ぬ
，る
諸
概
念
が
充
分
に
殺
展
さ
れ
て
ゐ
な

5

こ
と
を
見
る
の
で
あ 

:

る
.0:従
つ
；
て
彼
は
>
.ケ
イ
ン
ズ
：の
こ

.Q

♦
題
：は
'充
に

.證
明

さ

れ

た

も

：

の
；.

と
看
做
す
こ
と
：̂出

来

な

，レ
と
！

K

ふ
の
で
あ
る
0 

.

.

>

 

(

b

 )

>

ケ
：イ
シ.
.：ズ
.

ゅ
、/.肤
富

.-.
5
S
,

 

i
r
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現
代
の
貨
银
想
論
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. 
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-
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五
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-
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I
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‘1.a
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H
J
f
f
f
i 
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M

u
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#

^

5 

/

、

 ̂

i
c
i 

y
v
w

 

w
v

m

-

5

3
 

.
*
.
« 

4 

1
 

l

.

r

p

s

v 

.‘J
.

參
1

.

,

..

.

.

.

.

.

.
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t

T
ふ

 

Y
,
4 

〜

I

.
 

f
 

4

 

,

< > i i
i ト

どdl



：3,a

J

v

<

 n

 

H
「

現
代
の
當‘
粮
理
論
.

O

(

ま
.§

ひ
が5̂
者
に
お
い
て
孰
る
こ
と
を
明
ら
か
，に
す
る
0
 

っ
又
ケ
イ
ン
ズ
の
貯
蓄
と
投
資
の
特
等
概
念
へ
の
酣
轨

t
i
v

彼
を
し
て
强
制
貯 

蓄
の
觀
念
、.
及
び
資
風
分
配
：の
變
化
を.無
視
せ
し
め.
る
：に®

る
，
.

こ

と

を

余

す

力

ん

ゾ

，

：：： .：

じ
^ ̂

'

(

C)

次
，

S
で
、
：
ケ
イ
シ
ズ"の
.乘
熟
，S
昏ipli 5

の
理1

:

が
；批
判
'さ
，

我
：；

グ
ゾ
1
A
: 

H:.

は

，
乘

數

槪

翁

が

ぐ

の

':覽

性

向

の

槪
 

念
か
ら
發
展
さ
か
る.場
合
•
乘
數
は
單
.に
と

れ

ま

：で
待
：

^
れ
て
來
た
所
得
の
變4
を
示
すi:

過
ぎ
な
い
、も
の
で
あP
で
^
^

所
得
の
.如
何
程
の
變
化
が
、
，

I
定
撒
め
投
資
败
ま
み
っ
：ホなをれを？

わ̂
ら
う
か
を
：見
出
さ
う
と
す
る
實
際
的
問
題
を
取
极
ふ
際
、 

何
殊
の
懷
値
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
と

.Jポ
ふ
わ
で
あ
る
。バ
ニ
ぺ

^̂
^̂
^ ̂

. 

: 

V , 

(

d)

-
ケ
イ
ン
ズ
：の

「

資
本
のg
界
效#

110

概
象
ホ
、
，.膚
本
理#:

ハ
®
態
的
極
面
適
當
に
取
扱
ふ
の
.で
な
い

0

,

更
に
わ
イ
ンズ 

は
贊
銀
.と
努
働
の
服
探
生
産
力
れ

t

等
を
假
定
す
る

®
'で
^

め
る
0

.
 

、V
.
.
. 

• 

- 

■ 

■ 

ぺ.
：.リ̂
 

/

バ

：
.

.

‘

.，

ン

：
ぃ.
-
V

-

 

'

 

り
 

V

 

‘：
 

c

e

 )

ケ
イ
シ
ズ
ぱ
，
：
利
チ
率
か
，ら
投
資
に
對
す
る
報
酬
へ
と
因
果
關
係
が
走
る
：と
主
張
す
る
が

"

、t

子
率
は
文
資
本
の
限
界
效
率 

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の'.で
あ
.

る
。

i
 

, 

. 

.
-
^
,
- 

.

T

.

0

ケ
イ
ン
ネ
が「

生
産
力」

の
意
味
を
定
め
ん
と
す
る
企
て
は
全
ぐ
：失
望
的
で
あ
る
。
彼
は
こ
、
で
勞
働

^
^
^
^除

外

し

て

，
資

本

を

取

. 

.

嚴
ひ
、M

熊
に
お
け
る
詣
要
素
の
生
産
，ガ
に
つ

5
:

て

適

當

な

を

說

明

を

一

風

へ

な

か

っ

：
^

。

.

.

.
：

:
0

)

最
後
に
、
ソt

"
2

は
？
公
#

M

s

ま
ほ
に
よ
づ
て
經'
瓶

活

動

を

絲

制

レ

よ

サ

i

い
ふ
、
デ
イ
シ
ズ
の
高

5

希
望
は
、
そ 

れ
に
關
係
す
る
：
1

廣
大
な
を
賞
際
的
間
履
を.'
^
^分̂
に
者
慮
や
る
こ.
と
な
し
.

に
述
べ.
ら
れ
て
ゐ
る/
と
、
非
難
す
ぁ
タ©

か
く
し
て
，ソ
？
 

H

は
次
の
や
う
に
：

す
る
。

「

我
々
ひ
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
は
輕
濟
理
論
0

1

$
組
織
に
全
く
成
功
し
な 

か

っ

た

。

，
思

ふ

に

、

彼

の

；

^

興&
S

献i
i
r

 

l
:

臉
的
經
.

濟
理
論
、.-
即
ち
慣
値
及
び
化
配
の
理
論
：巧.
一
貨
將
的
要I

作
用
に
充
分
お
る
歌.

l

E

H

H

E

I

l

n

n

i

™

識
を
與
へ
る
用
語
に.お
わ
：

H

織
べ
.ら
れ
ね
ば
お
ら
ぬ
と
が
：ふ
彼
ね
主
張
’
及
び『

貸
®
的』

生
産
理
論
を
構
成
一
し
ょ
；
う
と
す
ス
彼
の
.企
圓

-
•
• 

. 

. 

■
■

-
.
'
■ 

.
<
•■
■
■
■
•
/
 

■ 

- • 

■
■ 

- 

• 

■ 

.

.

.

.

.
 

' 

-
C
V 

■ 

• 

-

、
.
.
、

.

.

.

.

の
中
に
存
ず
る
。
こ
れ
等
の
仕
事
の
孰
れ
も
秘
に
は
適
當
に
な

U

遂
げ
ら
れ
た
と
は
思
へ
な
；

S
。

然
し
ケ
ィ
ン
ズ
は
、
發
膝
が
進
む
ベ 

き
進
路
の
或
も
の
を
た
の

®

き

と
0

.

な

：
タ
s

.

.

 

- 

，マ

■

.

.

.七
：

.

.
-
,
. 

' 
• 

•

.

な
上
ぬ
や
う
にV

ク
丄
乂
、

.

ホ
ク
トi

ィ
>

'

口
：パ
1

ト
；

V

シ
、
ハ
ィH

:

ク
及
ヴ
ケ
イ
ン
ズ
の
各
貸®

理

論

；
^

概

述

す

る

の

で

あ
 

.

る
が
、
最
後
に
結
論
と
じ
て>
、
紙

等

：
に

ょ

0

て.
と
ら
れ
た
分
析
方
法
及
び
經
濟
政
策
に
關
し

H
I

ウ
の
疑
間
を
提
供
す
る
。
.：，ツ 

V
,

 

S

货
幣
理
論
i

r

般
S

理

論

ま

關

保

に

；
力

.

5

て

ニ

^
^
^
^
^

前
述
の
說
明
で
、
货
常
理.論
と
最
氣
纖
勘
理
論
と
密
接.な
關
係
の
ホ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
貨
激
理
論
は
又
慣
値
及
、び
分 

配
の.一

:

股
理
論
に
關
係
し
な.
い
-

の
'

で
あ
ら
う
か
。
否’.、
：
，
貨

幣

理

論

#

價
値
？
^

、び
分
配
論
に.
依
存
す
る
處
大
で
あ
る
，。
若
し
然
れ
ば
、

'

廣
値
及
び
分
配
に0.

い

て

の

獨

斷

的

假

說

，
に

暴

い

.W

盛
べ
ら
れ
た
货
幣
理
論
は
"
ざ
れ
が
基
礎
的
問
題
を
圆
避
レ
て
ゐ
る
が
故
に
，
何

'

,

、

.

.

.

.

.

. 

: 

■ 
- 

• 

:
1
: 

-
- 

-
i 

, 

•

. 

'

等
の
餘
明
と
な
ゎ
得
な

5
*
=̂
:

み
で
：あ
る
。
故
に
慎
値
及
が
分
配
論
を
.

こ
の
際
®

檢
討
す
ホ
む
！^_
が
：必
要
で
あ
る
と
。

(
P
R
,

 

5
7
7
-
3
8
0
,
)

一S

貨
幣
的
®

&

と
非
？

2!；

將
的
製
因
ど
ル
爾'
别
に
つ
-S

て
.
0
 

: - 

V

 

/

 

' 

.:

,

.

.:

•

;

第
二
に<

 

貸
幣
的
耍
因
と
货
幣
的
要
因
と
を
適
當
に
嵐
別
し
、
务

：々

'

の
因
果
的
重
耍
性̂
^

ほ
來
得
る
眼
り
正
：確
に

1

ポ
す
と
と
が
必 

要
，す
あ
；
t

^

^

o

:と
の
廣
训
が
明.
瞭
に
ダ
さ
れ
、：
具2
 ： !

鲍
0

:

風
园
に
つ
：

i

セ
め
注
意
深
い
說
明
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
如
何
な
る
政
策
が 

經
％
變
ぼ
ど
統
制
す
る
に
適
す
る
か
を
示
す

V

と
は
一
不
可
能
で.あ
る
力
：
.

然
な
が
も
：こ

.

の

廣

別

を

：
な

す

：
こ

と

は

、
，
經

驗

上

非

常

に

困

• 

:

難
で
あ
る
。
何
故
：な
れ
ば
、
.

非
賀
幣
的
要
因
は
、
：；濃

の

：媒
介
を
通
じ
て
作
用
す
る
か
ら
で

.

を
そ
の
爲
に
、物價又は生®
高變 

動
の
如
何
程
が
貨
常
的
夢
因
に
基
き
、

.

又
非
货
將
的
要
因
に
基
く.か
を
知
を
こ
と
於
出.來
な
な
る
の
で
あ
る
。
要
因
の
す
べ
.て
は
共

ツ
ー
一ド現代の貨银理論

.1 

、
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ン

i
J
i
l

l

r

—

；

タ
l

a

.

現
代
々
，货
條
理
諭

』

’ 

,

,

二
ハ
ニ
，

〈

三
0

#

)
に
作
用
し
て
合
ザ
的
結
果
を
生
む
，も
の
で
あ
る
か
ら
，
き
し
我
々

.

が
數
個
の
動&

の

そ

れ

ぐ0̂

重
要
性
を
評
惯
し
ょ
ぅ
と
企
て
る
な
. 

ら
ば
、
非
常
に
旧
難
な
分
析
わ
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
、

i

的
統
制
策
に
大
な
る
效
跟
を
歸
さ
ぅ
と
す
る
現
在
の
傾
向
は
、
非 

貨
常
的
及
化9
!

^

^

的
|

!

^

跋
の
そ
扎
-

^

^

れ

因

莱

的

重

：要

ぽ

ね

本

適

&

分

折

に

I
f

 5
.

て： 9

る

ね

ぁ

一

み

。

’

；
かi

:

る
氣
地
に
立
つ.
：て
、

.' 

ッ 

1

n

 

H

は
、

ロ
パ
、
ト
ソ
ン
以
外
の
景
氣
理
論
を
非
難
す
る
.

の
で
あ
る
。(

P
P
*

 

3
8
3
-
3
8
5
.
)

 

.
 

^

®

貨
幣
理
論
に
お
ホ
る
時
の
間
題
の
取
扱
ひ
に
つ
い
て
‘

、

.

-

.

'

、

經

濟

學

が

‘

、
.

W

要
供
給
條
件
の.
變
化
に
對
す
る
事
業
：
.

の
反
働
を
取
拱
ふ
吸
レ
、
こ
れ
等
の
；反
動
は

T

定
黯：

へ
の
調
凝
で
は
な
く
、

.

反 

對
に
，.
携
亂
の
無
限6

連
餓
に
對
す
る
反
動
に
ょ
ウ-て
生
じ
た
無
數
の
，R
.

つ
變
化
し
易
レ
謝
傾
向
で
あ
る
'
.と5

ふ
事
賞
、
.：及
び
こ
れ 

等
調
盤
’

作
用
け
期
明i
‘
-含
む
と
い
ふ
事
實
を
取
扱
は’ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
我
々
が
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
'

ぬ
俩
.々

の
場
合
は
、J

定
時
に 

反
動
す
る
一
现
象
を
念
む
の
で
は
な
く
、
同
時
に
又
恐
，ら
く
種
々
の
速
鹿
で
、
反
動
す
る
多
现
象
を

4

2

ん
ル
ゐ̂
^

?

の
で
.

あ
.

る
。
か
く
の 

如
さ
複
雜
な
狀
熊
の
分
祈
の
第
一
步
に
お
い
て
、

！
つ
、以
外
の
あ
ら
ゆ
る
變
化
を
、
作
用
し
な
い
-

^

の
と
假
定
す
.る
こ
と
は
必
要
で
あ 

る
が
、
完
全
な
I
析
i

に
は
、
.こ
の
I

I
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。i
の
各
理
論
に
つ
い
な
る
も
、

か
〜
,
,

f
方
法 

を
發
展
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
殺
々
は
知
る
の
で
あ
る
，。

(
P
P
*

 

3
8
5
-
3
8
8
,
)

 

•

.

货
♦

的
政
策
の
理
論
に
お
け
る
，
〒
の
間
题
に
り
い
て
。

 

r
.
.
.

最
後
に
、
貨
僻
理
論
は-

货
僻
的
政
策
の
ま
配
的
原
理
の
說
明
を
可
能
'

な
ふ
し
め
る
と
こ
ろ
の
貨
幣
的
諸
要
因

S

作
用
に
ウ
レ
て
の 

，說
明
を
提
供
す
ぺ
さ
で
ある
、
然
し
前
述
の
各
學
者
は
各

K

異
つ
た
I

立
場
か
ら
货
幣
理
論
を
研.究
レ
、
如
何<5^

る
貨
稱
政
策
が
最
も
適 

當
で
あ
る
か
に
つ
い
て
全
く
異.つ
た
結
論
に
揺
し
た‘

あ
る
。

’ 

.

;
 

‘

こ
の
や
0

な
货
將
的
政
策
に
つ
い
て
ぜ

H
-

の
間
題
が
あ
る
。
先
づ
貨
幣
：

^

政
策
は
、！
般
的
經
濟
政
策
の
必
要
な
る
も
の
、
中
の
單

|.

I
I

I

寶ii

}
i
II
i
I
I
,-：5-

を
I
を
I
rI養
f

に一

つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
全
能
な
る
政
を
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ヶ
.イ
ン
ズ
や
ロ
バ

I

ソ
ン
に
よ
-つ
て
認
め
ら 

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

ハ
イ
エ
ク
と
ホ
ク
ト
レ
イ
は
然
ら
す
し
て
，

i

的
方
法
が
t

ゆ
る
場
合
に
充
分I

る
こ
と
を
信
す
る 

の
び
あ
る0

こ
わ
こ
と
は
、
と
り
も
な
ほ
さ
す
' 

後
の
二
者
は
、1̂

5

氣
變
励
は
單
に
貨
胳
的’原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
へ
、
前
r

 

.
s
q
l

は
非
貨
將
的
原
因
に
も
歸
囚
す
る
こ
と
を
認
め
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

 

‘ 

V

 

'

と
の
や
ぅ
に
现
在Q

货
徽
的
政
策
理
論
が5

な
の
は
、
政
策
が
適
ぜ
れ
る
循
環
の
極
面
に
：關
聯
さ
し
て
、
貨
龄
政
策
を
述
べ
る 

要
に
つ
い
て
明'
確
な
認
識
が
な
，

S

と

-
S

ふ
理-

3

に
よ
る
の
で
あ
る
。
長
期
政
策
の
目
的
を
示
す
の
，

i

つ'
の
間
題
で
あ
え
が.
信
.、
 

用
擴
服
义.
は
縮
少
.

の
特
定
狀
熊
に
お
仏
て
爲
さ
る
べ
を
示
す

P

は

、-.
全

く

貴

れ
"

^

問

題

な

の

セ

，
あ

る

.
。

/ 

.

.

- 

‘

長

期Q

政

策i

.0

ぃ

ー

て

論

者

Q

間

に‘
5

風

見'.の
..
1

致
.

は

な

い0. i
i

諭
の
：

心
は
、
：資

本

量

‘

ロ
數
及
び
勞
獨
生
産
プ
ヵ
變
化
し

.

:
.ピ
の
ゃ
ぅ
に
：各
貨
衝
風
論
に
お
ま
、
：
分
析
^

^

法
の
；
^

^

^
 

一一.
m

が

存

す

，
る

め

：
で

务

る

0

.

ン
れ
故
ソ.

i 

n
?モ
は
，
，次
か
紙
き
言
葉
を
ね
ク
ま.本
著
を
.結

ま

セ

，
ぁ

る
^̂
^̂
^

真
を
供i

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いI

ら
う
。
そ
し
て
歡
前
よ
り
は

一

層
明
確
ち
貨
幣
政
策.

I
目
的
と
そ
れ
等
，が
實
現
さ
れ
得

-
-
. 

1

•
, 

-
I 

• 

V
T 

.
.
.

る
手
段
を
示
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ら
う

」

と
。(

p
p
.
‘
5
s
s
-
3
9
1
.
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■

,

い，
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.

.

.

:

.

:

.

-

.

.

.

ゾ
ー

1
1

工
に
よ
つ
て
，
：
.

現
在
.
.に
お
け
.

る
最
も
箸
名
な
る'
貨

幣

學

者

の

，
諸

s

i

が
、.
‘

そ
^

读

の

批

ぶ

お

ぐ

、
特
に.t

す
べ
暴
創
的
なf

見
な
-

^

。
然
し
最
も
鎌S

と
さ
れ
て
わ
る
こ
れ
等
雙S

碧

S

を 

極
め-
V

黎

的

に

、
盟

ち

而

も

誠

にs

i

l

-

-

、
又
廣
で
；
^
.

5
1

か
ら
、
公

を
f

o

翦

を
m

u

た
#
作
品
に
兄
な
い

}

I
f 

H
「

現
代
の
賞
银ij

論
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Q

r
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l
c
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代
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’I

六g
r
.

 

. 

Q

!

o八〕

の
で
あ
る
。
我
々
は
本
箸
に
よ
つ
て
、
最
近
の
货
將
理
論
な
る
も
の

-t
g
:

質
と
缺
陷
を
槪
描
的
に
知
る
こ
と
が
出
來
た
と
同
時
に
、
今 

.

後
の
货
將
論
，研
究
の
上
に
！
つ
の
燈
し
が
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

f
c
i
i
i
i
i
i

I -：

H

‘ 

：•
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バ
ィ
ァ

r
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「

獨

逸

ふ

1

為

1

四

年

す

一

九

三

九

年
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R
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u
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1
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9
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清

郞

宣
傅
が
政
治
的
に
重
大
な
意
義
を
：も
ち
、
政
治

9
.
1

認
を
構
成
す
る.
.に
率
つ
.

お
の
は
歐
洲
大
戰
以
來
で
あ
る
。
-

レ
ッ
セ•

ラ
エ
\

ル 

.

の
理
論
が
傻
ぇ
た
十̂
^

世
紀
に
は
>

政
府
ボ
通
報
の
程
廣
を
超
ぇ
て
國
民
を
m

得
す
る
の
は
咎
む
ぺ
き
こ

-
V
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